
1
1
5
2
5
2
5〉
2
5
j

②
葉
カ
ピ
病
J
マ
ン
ネ
ブ
、
ト
追
肥
の
時
期
で
す
。

窒
素
肥
料
川

川

農

事

メ

モ
…

リ
ア
ジ
ン
、
カ
ラ
セ
ン
を
主
体
に
窒
素
成
分
量
で
一
本
川

:〈
5
2
3
2
5
t
S
2
5

③
モ
ザ
イ
ク
病
l
ア
ブ
ラ
虫
駆

当
り
育
苗
叩
の
も
の
は
四
グ
ラ
山

川

門

ト

マ

ト

】

除

ム
、
定
植
の
も
の
は
一
二
グ
ラ
川

…
摘
果
H
生
果
栽
培
で
は
、
過
①
班
点
的
J

、マ
ン

ネ

ブ

剤

ム

老

、
ま
た
楠
付
前
に
一川
肥
を
…

⑤
リ
ン
モ
ン
病
J
ジ
ネ
ブ
、
マ
施
し
て
い
な
い
場
合
で
育
苗
中
山

川
度
に
大
き
す
ぎ
ず
、
ま
た
小
さ

…
す
ぎ
ず
、
一
コ
の
重
さ
が
平
均
ン
ネ
ブ
剤

の
も
の
は
、
成
分
量
で
、

窒
素

…

…
一

O
O
よ
5
0グ
ラ
ム
程
度
以
上
の
病
筈
の
発
生
と
併
せ
七
グ
ラ
ム
、
燐
敵
凶
グ
ラ
ム
、

…

…
の
も
の
ば
か
り
多
収
で
き
れ
ば
て
苦
土
欠
乏
が
発
生
し
ま
す
の
加
里
一
グ
ラ
ム
、
定
植
の
も
の

山

川
牧
益
が
高
ま
る
わ
り
で

す

。

で

、

発
生
初
期
に
硫
酸
マ
グ
ネ
は
窒
素
一
五
グ
ラ
ム
、
燐
酸
一

山

…
ま
た
奇
形
果
、
変
形
県
や
病
シ
ウ
ム
を
水
一
八
リ
ッ
ト
ル
に

0
グ
ラ
ム
、
加
盟
三
グ
ラ
ム山
村

山

川
県
は
親
指
大
粁
度
の
と
き
摘
果
九
凶
グ
ラ
ム
程
度
入
れ
散
布
し
度
を
基
準
に
、
根
元
か
ら
少
し

山

川
を
行
な
う
。

普
通
の
栽
培
条
件
ま
す

。

離

し

て
広
く
ま
き
、
草
削
り
で
川

山
で
は
、
一

花
房
四
J
六
回
つ
7

軽
く
表
土
を
混
ぜ
る
程
度
五
し
川

り

句

』

【

み

か

ん

】

ま
し
ょ
う
。

川
る
こ
と
が
の
ぞ
ま
し
い

川

…
病

害

防

除

H
近
年
と
く
に
病

い
よ
い
よ
春
芽
が
伸
び
る
時
幼
木
、

若
木
闘
で
緑
凶
作
物
…

山
害
の
発
庄
が
多
い
の
で
、
防
除

期

で
す
。
ア
ゲ
ハ
の
幼
虫
も
発

ρ指
留
が
す
ん
で
い
な
い
闘
で
山

山
は
早
め
に
行
な
う
と
と
。
そ
の
生
し
ま
ず
か
ら
、

枇
酸
鉛
一ニ
O
凶
、
早
自
に
終
る
よ
う
に
し
ま
一

…
主
な
病
害
と
薬
剤
名
は
つ
ぎ
の

O
倍
液
ま
た
は
硫
酸
ニ
コ
チ
ン
し
よ
う
。
乙
れ
か
ら
日
照
も
強

…

川
と

お

り

で

す

。

八

O
O
倍
淑
で
駆
除
し
ま
し
よ
く
な
り
ま
す
。

乾
燥
を
防
ぐ
た

山

川
①
エ
キ
病
l
t
ジ
ネ
ブ
、
マ
ン
ネ
う
。

め
政
わ
ら
を
じ
ゅ
う
ぶ
ん
や
り

…

…
ブ
、
銅

水

銀

剤

今

年

一

回

付

の

幼

木

は

中

旬

が

ま

し

ょ

う

。

…

一

大
村
市
議
会
経
済
委
員
会
は
左

記
の
要
領
に
よ
り
公
聴
会
を
聞
き

ま
ず
か
ら
意
見
を
申
し
述
べ
た
い

か
た
は
申
し
出
て
く
だ
さ
い
。

小
、
巾
学
校

一き
な
支
闘
が
あ
り
、
学
校
教
育

に

一

保

険

料

の

納

入

に
つ
い

の
通
学
に
つ
い

一い
ろ
い
ろ
な
影
響
を
お
よ
ほ
し
ま
一
て
は
、
四
片
二
十
日
号
市
政
だ

て
は
、
通
苧
区
一
す
の
で
、
一

一胞
の
ご
協
力
を
お
願
一
よ
り
に
詳
細
を
お
知
ら
せ
い
た

以
か
定
ま
っ
て
一い

し

ま

す

。

一

し

ま

す

が

、

納

入

し

や

す

い

よ

お
り
、
区
域
外
一
区
域
外
通
宇
の
事
例
を
持
見
し
一
う
に
各
州
即
位
で
納
入
組
合
を

か
ら
の
通
学
を
一た

場
合
は
是
正
す
る
乙
と
に
な
っ
一
結
成
し
て
し
た
だ
く
な
ど
保
一
六
村
市
議
会
一一一月
定
例
会
長

一な
っ
て
お
り
ま
す
の
で
、
乙
の
乙
一
一
、
実
件
記
大
村
市
漁
結
局
部
改

し
な
い
乙
と
に
一
い
ま
す
の
で
と
了
知
く
だ
さ
い
一
険
料
納
入
に
つ
い
て
は
、

ど
協
一
出
さ
れ
ま
し
た
別
配
の
大
村
市
漁
一
と
に
つ
い
て
次
の
と
お
り
公
示
さ

一

良
事
業
分
担
金
徴
政
条
例
制
定

つ
い
て
は
、
保

一

国

民

年

金

手

帳

を

一

力
を
お
ね
か
い
い
た
し
ま
す
。
一

沿
尉
制
改
良
事
業
分
担
金
徴
政
条
一れ
て
お
り
ま
す
。

一

に
つ
い
て
(
条
例
案
は
別
配
)

能
者
の
み
な
さ
一

お
届
け
し
ま
す

一
育

児

力

レ

ン

タ

ー

を

配

布

一
位
、
現
在
経
済
委
員
会
に
付
託
一
な
お
、
問
合
せ
の
際
は
大
村
市

一
二
、
日
時
間
和
三
十
六
年
五
月

ん
の
じ
ゅ
う
ぶ
ん
な
震
と
ど
協
一
四
月

一
忠

実

足

し

た

投

一

一

さ
れ
附
会
仰
の
継
続
審
査
と
な
二
議
会
事
務
局
電
話
八
二
八
番
)

一

八
日
午
後
一
時

力
を
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

一
出
制
国
民
年
金
の
被
保
険
者
の
一
育
児
カ
レ
ン
ダ
ー
。
愛
児
の
ゆ
一
て
お
り
ま
す
が
、
分
担
金
態
条
一
に
ど
連
絡
く
だ
さ
い。

一一ニ
、
場
所
大
村
市
議
会
議
場

し
か
し
、
一
部
長
室
の
住

一
み
な
さ
ん

ι、
四
月
十
H
ご
ろ
十
た
か
な
成
長
の
た
め
に
る

0
1例
の
制
定
に
つ
い
て
は
拙
万
自
治

一

議

会
事
務
局
二
四
、
居
場
所
大
村
市
二
五
O

民
登
録
を
行
な
う
な
ど
の
方
法
に

一

町
務
連
絡
香
容
通
じ
て
国
民
一
か
ら
六
才
ま
で
の
子
ど
も
さ
ん
の
一
位
第
二
百
J
I

七
会
同
一二
項
に
よ
り

一

'

!
1

0

一

帯
地
、
大
村
市
議
会
事
務
局
気

よ
り
正
規
の
手
続
き
を
維
な
い
で
一
年
金
誌
を
送
達
い
た
し
ま
す
一
あ
る
家
挺
に
結
で
差
上
げ
て
お
一
委
員
会
に
お
い
て
主
人
を
選
定
一

公

聴

会

公

示

一一

村

区
域
外
の
就
学
完

苧

つ
向
も
あ
一
の
で
お
受
取
り
く
だ
さ
い。

一り
ま
す
。

一

し

、

予

め

公

聴

会

員

き

在

利

一

ー

一

大
村
市
議
会
経
済
委
員
長
宛

る

よ

う

子
。

一

国

民

年

金
議

室

取

ら
れ一

母
子
手
帳
、
印
管
持
参
の
う
一
菌
室
有
す
る
者
ま
た
は
学
誠

一
大
村
市
議
会
経
済
委

員

会

一
五
、
自

在

住

所

、

氏

名

、

も
し
、
区
域
外
の
通
学
が
行
な
一
た
ら
、

一
応
氏
名
な
ど
碓
認
し
一
ぇ
、

各
賠
訴
ま
た
は
保
険
衛
庄
一

経
験
を
有
吉
る
者
等
か
ら
意
見
を
一

一

職
業
、
年
令
明
記
の
上
、
意
見

わ
れ
ま
す
と
市
の
教
育
一
誌
に
大
一
て
く
だ
さ
い
。
)
謀
で
受
り
取
っ
て

A
p
o
-き
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
乙
と
に
一
公
聴
会
開
催
に
つ
い
て

一

章
べ
よ
う
と
す
る
理
由
(
公

と
-
f

ニ-三
L
-
J
E
--
三E
L
-
-

三

一

聴
会
の
公
述
人
と
し
て
真
に
利

で
も
な
く
、土

地
改
品
事
業
、そ

の

一

門
と
の
所
得
格
訟
は
ま
ず
ま
ず
一

寄
凶
係
を
有
す
る
者
ま
た
は
学

な
か
で
も
道
路
の
控
仰
、
交
抑
分

一

大
き
く
な
っ
て
い
る
の
で
、
他
一

識
経
験

Jqgyる
者
で
あ
る
乙

合
重

は

急
務
で
あ
っ
て
、
乙
れ

一

の
諸
政
策
と
併
せ
根
本
的
な
鹿
一

と
を
証
す

ιに
足
る
事
実
ま
た

を
考
慮
に
入
計
な
い
限
り
そ
の
打

一

業
構
造
改
蓄
の
必
要
に
追

宣

言

情

)

舟

び

同

闘

に

対

す

る

開
策
は
考
え
ら
れ
な
い
わ
け
で
す一

て
い
る
。

一

世話

室

詣
で
申
し
出
る
こ
と

-

【
結
印
刷
裂
】

一

そ
の
対
策
と
し
て
第
一
に
土
一
六

寸

自

制

限

悶

和

三

十

六

年

一

(

目

的

)

第

四

条

乙

の

条

例

に

定

め

る

も

農
地
改
革
後
股
訴
の
経
蛍
脱
一
地
条
件
の
整
備
事
業
、
す
な
わ
一

四
月
二
十
五
日

一
第
一

条

乙
の
条
例
は
、
松
原
漁

一の
の
外
、
分
担
金
の
徴
版
に
闘
し

棋
は
巡

禁

制
化
さ
れ
、

穀
業

一

ち
通
路
の
整
備
。
農
地
の
区
画

一
七
、
公
述
人
の
選
定
政
ひ
首
一

港
局
部
改
良
事
業

(
以
下

「
事

一て
は
、
市
私
設
の
例
に
よ
る
。

的
な
片
手

間

出

著
作
る
こ
は
一

整
理
。
交
換
分
合
。

テ
ラ
ス
式
一

申
し
出
ら
れ
完
の
即
か
引
委
一
き
と
い
う
。
)
に
よ
り
利
益
を

一
(委
任
)

と
な
っ

〈
、

経
消
成
長
バ
は
い
J

一

階
段
畑

(告
側
線
に
そ
っ
た
階
一

員
会
で
選
定
の
上
通
知
し
ま
す
一
う
け
る
者
に
そ
の
費
用
の
一
部
を

一警

条

乙
の
条
例
の
施
行
に
つ

ば
い
状
閣
と
な
り
、
剣
山
都
卸
一
段
工
)
等
の
事
業
を
ね
な
い
、

一
八、

実
担
桝
償

公
述
人
に
は
条
一

負
担
さ
せ
る
た
め
、
分
担
金
の
賦

一い
て
必
要
な
事
羽
は
、
市
長
が
定

大
開
場
経
蛍
重
宝
し
た
機
一

例
で
定
め
る
と
乙
ろ
に
よ
り
山
一
謀
、
徴
収
に
つ
い
て
必
要
な
事
項

一め
る
。

械
化
の
普
及
雲

蕗

し

た

も

の

席

当
H
の
日
当
等
中
央
裂
を
弁
償

一室
え
め
る
乙
と
を
目
的
と
す
る
。

一

附
則

で
な
り
れ
ば
な
ら
な
い
。

一

し

ま

す

一

(

詰

蚕
の
額
及
び
叫
一部
)

一

と
の
条
例
は
、

公
布
の
日
か
ら

生
活
改
良
普
及
員

県
大
村
一間
和
三
十
六
年
四
月
十
日

一第
二
点

前
条
の
分
担
金
の
額
は

一施
行
す
る
。

に

大

久

保

先

生

地
区
内
山
一

大
村
市
議
会
議
長

森

周

作

一
四
百
弐
拾
五
万
円
と
し
、
大
村
市

一昭
和
三
十
六
年
三
月
十

一
円
脱
出

業
改
良
普
及
附
の
生
拍
改
良

常
比
一

一
漁
業
協
同
組
合
に
対
し
賦
一献
す
る

一

大
村
山
長

大

村
純
毅

員
商
柄
ナ
カ
先
生
は
例
月
一
日
付
一

第
一
五
号

議

採

一

(
徴
収
方
法
)

一

で
諒
岸
地
区
ヘ

、
修
任
に
は
吾
妻一

大
村
市
漁
夫
局
部
改
良

一
第
三
条
分
担
識
は
、
事
業
の
所

一

地
広
か
ら
大
久
保
禿
酔
一寸
抗
H

つが
一

一
属
す
る
年
度
内
に
お
い
て
一
時
払

一

一

事
実
分
担
金
微
牧
条
例

一

一

転
任
に
な
り
ま
し
た
。

一

一

の
方
法
に
よ
り
徴
的
す
る

。

一

区域外の通学は

やめましょう

月分の将促状を出しま

すので 、未納のかたは

早めに納めて ください

(4月中旬号〕

4月18日f'lで保険税J

分
担
金
徴
牧
条
例
の
公
聴
会

い

開
催
に
つ
い
て

b
知
ら
せ

車買お発行所
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りよ大村市政だ

農
地
の
集
固
化
を
促
進

付
帯
事
業
費
な
ど
幼
%
の
補
助

一
農
地
転
用
許
可
基
準

り
ま
す
。

そ
の
適
用
範
囲
は
つ
ぎ
の
と
お

り
で
、
民
地
を
転
用
す
る
場
合

は
必
ず
知
串
の
許
可
を
党
け
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
の
で
、
出

様
の
格
段
の
と
協
力
を
お
闘
い

い
た
し
会
す
。

【
民
地
一
転
川
前
一円
基
準
の
尚
川

間
四
】

〈心
自
分
の
民
地
そ
自
分
が
股
地

以
外
に
利
用
す
る
場
合

ム
以
地
を
拠
地
以
列
に
利
用
す

る
た
め
的
長
村
た
り
口
受
付

た
り
す
ゐ
似
合

ム
問
γ
州
地
と
し
て
山山
政
し
ゃ
受

け
た
H
か
ら
五
年
目
か
ら
三

年
経
過
し
な
い
川
に
山
地
以

外
に
す
る
た
め
、
的
交
け
た

り
口
受
付
た
り
す
る
場
合

ム
山
川
省
の
一山
口
仁
阿
ず
る
山山

地
お
J
び
川
阿
川
伸
一J

佐
川制作

ま
た
は
誌
面
の
事
業
以
外
に

一
時
利
川
す
る
た
め
口
付
を

受
付
ょ
う
と
す
る
場
合

な
お、

く
わ
し
い
乙
と
は
以

業
香
川川会
L
あ
川
合
せ
く
だ
さ

い
。

(山胆拙引
委
民
会
)

で
あ

川
現
在
、
ほ
と
ん
ど
の
農
家
は
農
一
区
制
整
理
。
水
路
関
係
。
暗
梁
一

い
ま
す
。

地
を
自
宅
の守
y
ぐ
近
く
や
、
非
常

一排
水
。

客
土
。
農
道
。
(
区
制
整
一
(計
細
は
一一
月
二
十
H
発
行
本
紙

に
速
い
削
に
持
っ
て
お
り
、
乙
の

一理
の
場
合
一

反
弘
制
。
ま
た
は
一
に
掲
紙
)

た
め
一
農
作
業
上
部
駄
な
時
間
や
労

一二
反
。

五
反
と
す
べ
き
で
あ
る
)
農
政
審
議
お
答
一
見
ま
つ
ま

力
が
使
わ
れ
て
い
ま
す
。
そ
れ
で

一仏
経
費
負
担

農
地
径

一
カ
所
に
集
め
る
と
、
あ
十

計
画
樹
立
、
交
換
分
合
手
続
き

ら
ゆ
る
面
で
能
率
を
向
上
す
る
こ

一に
必
要
な
事
務
費
の
補
助
率
は
三

と
が
で
き
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
乙
一

O
%、
付
開
事
業
脅
L
対
す
る
補

と
が
、
最
近
と
く
に
川
ば
れ
て
い
一
助
率
は
三
O
%

る
「
農
地
の
集
凶
化
」
と
い
う
こ

一
仙
対
象
地
区
の
条
件

と
で
す
。

一

関
係
帥
域
面
繍

五
O
町
歩
以

市
農
業
委
員
会
で
は
、
農
地
集
一上
、特
殊
地
域
に
お
い
て
は
、二
O

団
化
ぞ
促
進
ヲ
る
た
め
、
土
地
改

一町
歩
以
上
事
業
実
施
後
集
団
化

良
訟
に
韮
く
弘
換
分
台
事
業
お
よ

一率
は
四
O
%ま
た
は
移
動
昨
は
ニ

び
そ
の
付
特
事
業
か
行
な
わ
れ
る
一O
%
以
上
の
実
績
か
あ
が
る
乙
と

ょ
う
指
培
や
計
画
を
し
て
い
ま
す
一

判
事
務
量
の
内
約
八

O
%ま
で

が
、
そ
の
事
業
め
概
裂
は
つ
ぎ
の

一は
登
記
事
務
で
あ
る
。

と
お
り
で
す
。

一
な
お
、
大
村
市
脱
政
審
議
会
は

同
一安
員
去
で
は
こ
の
事
業
を
強
一
農
村
振
興
刻
策
の
基
本
政
策
ず
な

力
に
推
進
ヲ
る
た
め
、
随
時
説
凶
一
わ
ち
「
曲
り
角
に
副
作
た
現
在
の
盟

会
を
駒
い
て
啓
記
官
一
伝
を
ね
な
い
一
業
問
題
」
を
ど
の
よ
う
な
政
加
に

実
施
希
望
の
地
区
に
は
税
他
的
な
一
よ
っ
て
打
開
す
る
か
、
そ
の
対
策

指
導
を
す
る
こ
と
に
し
て
い
ま
す
一
に
つ
い
て
市
長
の
諮
問
に
対
し
て

川
対
象

事

業

一

つ

ぎ

の

よ
う
な
答
申
を
行
な
っ
て

(毎月1日，10日，20日発行〉

写真 はテ ラ ス 式 階段対日
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ださい 11 

ただいま ~; I定資泣 WWfH台IÞHの縦覧をしておりま

す。まだ、縦覧しておられないかたは、かならず

4月刊日まで縦覧してくださL、。

なお評 ril l.~名に不JJQ.のあ る かたは今月末までに文

書で審査の詰:;.j(をすることができます。

火
の
用
心

寸・
0

一
つ
の
万
法
と
し
て
車
一大
な
経

費
と
、
長
い
年
片
を
裂
し
て
開

拓
ま
た
は
干
拓
を
さ
れ
て
い
ま

す
が、

こ
の
よ
う
な
土
地
も
五

年
か
ら
八
年
の
間
土
地
改
良
、

土
域
政
川氏
、
施
肥
、
労
働
力
の

投
下
等
に
よ
「

て
は
じ
め
て
批

耕
地
並
に
な
る
飢
?
ず
。

乙
の
よ
う
に
し
て
で
き
た
耕
地

も
、
従
来
よ
り
の
耕
地
も
、
人

口
の
附
加
と
縦
断
の
発
展
じ
よ

り、

年
々
般
地
の
泊
れ
る
一山
引

は
地
加
し
て
い
ま
す
。
そ
こ
で

こ
の
よ
う
な
立
派
な
民
地
を
確

保
し
て
経
蛍
の
安
定
を
は
か
り

な
が
ら
、
股
業
以
外
の
日
的
の

た
め
に
土
地
を
利
用
す
る
乙
と

を
謝
整
す
る
た
め
で
き
に
の
が

ぜひご 覧く

の
許
可
を
う
け
て
か
ら

業
経
曽
田
引
の
一年
制
な
わ
が
凪

で
は
刊
に
刺
地
の
地
大
J

信
者
え

な
り
れ
ば
な
り
ヨ
せ
ん
。

乙

ω刺
地
の
別
大
の
方
法
じ
つ

さ 歩 改 業
れ 等艮は l蹴
たに の 以後
のよ上CQj山 に
でり 大 改 お
あ賞 、五ぶげ
り制限 のる
ま λ、長実 我
す足技胞か
かは も|守 、回
、f1Jlr.の 土 の

践 r尚 道 地 iL4

(ー)

急
い
で
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ

い十
0

引
揚
者
給
付
金
の
請
求
は
五
月
十
六
日
で
打
切
り
と
な
り
ま
す
。
ま
だ
請
求
を
し
て
い
左
い
か
た
は
、
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と所十すま
途おお三 。 で 四 乙
申 りよ日大長月の
翠 でひで村崎ニ1';て
迎す留 、市県 十 び
さ 。意 ど のを ニ天
れ 事 巡 ご と 日 単
る 項出視巡 か
方 等 、察 幸 ら 皇
も は奉はにこ 1百
多 下 迎四な十 両
数 図 の月り六 陛
で の場二 ま 日下

職 そ ① と他あ村混
員の 翠 くのる市 雑
の他迎 に 事歓民も
指翌年さ注故送 乙 予
示 備 れ意を迎ぞ組
に の るし出をっさ
よ警かて さしてれ
く察 たくな、 ま
従官はだ い け 明 ず
つ 、交 さよがるの
で及通 い う人 くで
くび盤。にそ統
だ市理 、の制大

協多事① し 色J e李遊①し他 事 ⑦ さ
力 少 迎 自 て 険 す ん 最 て 人 迎 翠 い
を交さ劃jく でがで近くへ の 迎
お通 れ 車 だ す、い 鉄 だ 迷 人 線
闘 を る をさか乙る i草 さ 惑 を か
い 規 か運いらの 子欝 いを押ら
し制た転。警 遊 供路。かし 飛
ましのさ %ひ さ に け 分 び
すま使れ しはん石 なげ出

す を る たもをを いたし
か 考 か らつみ並 よりた
らえた 注 とかぺ うしり
とては 意も け て に て

さ 伺 花発到力話道 ⑤
れ 記天 火車着なく合路
苦時肇 ZE を のの おた っ て 巡

PJT ~ I乱 打 とと、さて 下語
。が伺 ー よさきとい清水

つ な所 げ 、、料 。 ifhli沿
ぎら を ま お お 車 すな道

び す の よが るど お
とに開 。おび松 よ はよ
お御霊f の大原 ウ 町ひ
り 気 仏 三村人に 内同
設 嫌 発駅 口ご 等辺
霞奉 のど と協で の

まり 観六 十 l 十【
せ、用光こ時二分六二分 二記

( ん 服 具 ホ 十 十 i時十 十眠
庶。装はテ 五 観四 六 三 山 ニ受
義 弘記 Jレ日光日時県早産日イモj

~堕 午ホ午五庁午楼午の
服 所 後テ後十 後後場

大 のに - )レ五分間四 五 lヲIT
醤 ま 霊 時時差時時、

ま l 十失後三 l時
察 でし 四五太五十 六間
署構て時分 楼 時 五時 】
)いあ J 二 分 三

(三〉

ご
巡
路
.
奉
迎
場
所
な
ど
き
ま
る

…
@
@
①
@
@
…
 

(矛279号)りよ大村市政だ

市
奨
学
生
を
募
集

ム
資
格

①
大
村
市
民
ま
た
は
、
そ
の
子

女
で
高
等
学
校
に
在
学
中
の
者

②
品
行
万

E
、
単
業
成
績
俊
秀

で
身
体
強
健
な
者

③
経
済
的
理
由
に
よ
り
、

学
資

の
支
弁
が
困
難
と
認
め
ら
れ
る

者
ム
奨
学
金

①
一
人
月
一
千
円
年

一
万
二

千
円

①
貸
与
の
期
間
は
、
そ
の
学
校

に
お
け
る
正
規
の
修
学
期
間

(毎月 1臼.10日.20日発行)

①
奨
学
，
賞
金
は
、
無
利
子
、
償

還
は
貸
与
の
終
了
し
た
翌
H
か

ら
六
カ
月
を
経
過
し
た
後
、
貸

与
の
期
間
に
倍
数
し
た
期
間
内

に
年
賦
ま
た
は
月
賦
の
方
法
で

償
還
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

ム
募
集
人
員

十
一

名

ム
奨
宇
生
の
決
定

選
考
委
員
会
の
審
議
を
経
て
市

長
が
決
定
す
る
。

な
お
、
詳
細
に
つ
い
て
は
、

教
委
庶
務
課
へ
お
問
い
合
せ
く

だ
さ
い
。

希
望
者
は
凶
片
二
十
五
日
ま

犬行 皇 て録 た なの 季
でき筈 后 な くのめ狂 い 登 '-"r四
あ啓両おだう犬 犬 ま録狂和
つ当 l桂 、さえの 病 すを本三
て 日 下今 い 予飼予。 つ 唇 十
もは の 因 。 防 整防 ぎ予六
必 登御 は 注者の の防年
ず 録 巡 と 射は 万 日注度
け、 宰 く をも 全 程寸第
い注がに 受 れ を におー
留射あ天 げな矧 よよ回
す済り 皇 さくす りび(
るの、 、 せ登る 行犬春

1111 11 11'-'4 月獲な鑑i桁ム百年ムせ は よ
さ おをで註四度料く市なう

J6J6]6 ]6]817日れ、 必引意 十 負 金 だ役おお
賞 ま注ずい円新さ 所 、胤

(六回三樹今鈴メ西竹秘1事黒鼎f[，紅場ヲ劃封 て ブミ 」 登 い 保 不い
rb村副浦 |控 村出村大松負球j.木木重県 。総参 列とVd. 手録 c 険 要 し
内保 1 LJ 公出公 9 会出保村出 ]4ー仕~ I J、E、仲 出ー ( 了 して μ 言十防 科 衛 犬 ま
金位 ・民張民 ・民怯健 強 ・僅 P土、学 ・告I 11 怯所保後 てくず 註 *~さず
慰耐とO釦砂l舘 20舘1")1RlI 11 砂12tぬJ防 lわくご(砂 FYl 険迫くだ鯵四島三三 語侵

1，_... 衛民たさか白手白 』こ 健
9 15 13 11 } 0 9 9 9 9 1 ~荒 1311JO 9 9時正犬さい丈四数円 あ 附
/一・ I 1 ・ I 1 ( I ・糊 1 I ・ l i i'd1はい。 夫 寸料 ( 知ま
15;0 ].1]230 ]515]5]520'---']4]220 ] 5]5 間 )捕。 ~IJ な円毎 ちた

で
、
市
教
育
委
員
会
庶
務
課
へ

申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

(市
教
委
)

何
日
か
ら
狂
犬

病
の
予
防
注
射

4月10日から発車!時間をつぎのとおり一部変更します。

1、長崎より大村l試験場行 (急行 )新設

長崎 諌早 大 村 試験場着

711寺00分一→ 711寺46分一→ 8時10分一→ 811寺15分

1、大村より長崎行(特急)新設

松原発 811寺町分を 8時 00分に変更し大村~長11内Ili]H1~t
となる。

松原 大 村 諌早 長 崎着

81埼00分一一).811;j 25分一→ 811占45分一→日時35分
←一 普通一→ ←一 一一ー特 急一一 一→

3、大村発 811-')30分 F.':IIJ奇行新設

し 大村公閑発 711!j35分船原行を 711日0分に変更

5、国立病院発 711在日分町応入口行を 1附40分に変更

し 野岳入口発 811~iZ 5 分病院行を 811昔日分に変更

人 大村発 711~J 10分諌早即日U行

8、1r!-U早駅前発 711.j40分大村行

{ 711寺00分
9 ¥、大村発 { 

I 71時l時寺糾4仰0分

( l |H時|時寺
大村村A公図行

1引11的古 5刊0分

パ ス時間が変ります

臨時を定期?こ弘、更

(日曜、 祭日は

運休〉

原口行

10、山口発

(県 'li~r ノミス大村営業所〕

11 11 

262524 2] 20 

11 11 '-' 汐 11 '-' 

262626 

11 

27 
第
二
回
目
の
百
日
咳
と

ジ
フ
テ
リ
ア
予
防
接
種

第
二
回
目
の
百
日
咳
、
ジ
フ

テ
リ
ア
の
予
防
接
種
を
つ
ぎ
の

日
割
で
行
な
い
ま
す
。

第
一
回
の
按
種
役
さ
れ
た
か

た
は
忘
れ
な
い
で
接
種
し
て
く

だ
さ
い
。

ム
実
施
場
所
及
び
時
間
(左
表

の
と
お
り
)

ム
時
陶
午
後
一
時
か
ら
三
時

ま

で

(

保

険
衛
生
課
)

実
施
場
所

三
浦
出
強
所

市
役
所

東
大
村
小
学
校

中
央
公
民
館

鈴
回
出
払
所

池
田
敬
老
院

市
立
病
院

竹
松
出
強
所

福
重
出
張
所

賞
制
出
強
所

松
原
出
強
所

第
4 4 4 4 4  4 4 4 4 4 4 二二

月四
28 27 26 25 L4 21 20 20 19 17 ]7 

日

川
け
日
か
ら
柑
橘
講
座

マ
4
月

μ
日
午
前
9
時
叩
分

t

午
後
4
時
H
柑
橘
栽
培
の
現
況

と
将
来
に
つ
い
て
(
供
口
大
村

岡
芸
分
場
長
」

マ4
月
白
日
午
前
9
時
加
分
J

正
午
日
開
闘
お
よ
び
共
同
苗
問

に
つ
い
て
(
大
村
分
場
池
田

技
師
)

・
午
後
1
時
I
4
時
H

幼
木
の
管
理
お
よ
び
系
統
に
つ

い
て
(
大
村
分
場
水
流
技
師
)

マ4
月
初

H
午
前
9
時
初
分

l

正
午
H
土
披
官
理
に
つ
い
て

(大
村
分
場

矢
島
技
師
)
・

ム
場
所
大
村
市
中
央
公
民
館

(以
下
次
号
)
(
農
林
課
)

好章容一校制改凶
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